
平丸～蛭ヶ岳～丹沢山～塔ノ岳～大倉 

期 日：２０１６年１２月３日 （土曜日） 

コース：橋本６：２０→タクシー→三ヶ木バス６：５５→平丸７：３０～７：３９→大平分岐９：

４３→黍殻避難小屋の見える場所９：４９→東海自然歩道最高標高地点１４３３ｍ１０：３３→原

小屋平１０：５６→地蔵平１１：０６→蛭ヶ岳１２：２０～５０→不動の峰１３：５０→丹沢山１

４：３４→竜ヶ馬場１５：０２→塔ノ岳１５：４４→金冷し１６：０６→花立山荘１６：１９→堀

山の家１６：４０～５０→大倉１８：１５～１６：３８ 

参加者： Ｍ・Ｔ  Ｓ・Ｆ  Ｙ・Ｋ  Ｔ・Ａ 

報 告：  

三ヶ木から土・日しか接続していない月夜野

行きのバスを利用し蛭ヶ岳～大倉間丹沢主

脈縦走（焼山は抜かした）の日帰り計画を立

てた。月夜野行きのバスは登山客で満員だっ

たが、大半の登山者は焼山登山口又は西野々

で下車し平丸迄は私達の他数人であった。バ

ス停の進行方向に少し進むと八幡神社への

左折看板が有り標識に従って左折し車止めゲート

脇を通って車道を進むと姫次・焼山登山口の標識

が有った。 

登山口で身支度を整え軽い柔軟の後いよい

よ出発。黙々と歩き平丸分岐に１時間３０分。 

 

 

 

平丸分岐から更に水場の分岐でもある大平分岐

まで２０分で歩く。ゆっくりだが順調。 



黍殻避難小屋を登山道から見下ろして

進む。近くまで行く時間の余裕は無い。

小綺麗で皆で泊まりたいと話しながら

進む。東海自然歩道の一部だけあって

道は整備され歩き易い。東海自然歩道

最高標高地点１４３３ｍ通過。 

 

最高地点からの富士山。 

ここで大休止を取ったので姫次は写真も

撮らずに通過。カラマツは既に落葉して

いた。 

雰囲気の良い地蔵平。葉を落とした橅もいい。 

 

蛭ヶ岳山荘が見えた時は嬉しかった。山頂にて昼食タ

イムを３０分取る。 

 



 

いつもの記念写真 

蛭ヶ岳山頂からの富士山 

これから辿る丹沢山への縦走路と中央右の塔ノ

岳 

遠いなー。 

不動の峰標柱 

不動の峰休憩所には立ち寄らず。 

数日前５４年振りに降った雪融けで道は泥濘が多く

なる。行く手に丹沢山らしい雰囲気の笹原。谷川岳

縦走を思い出しながら歩いていた仲間がいた。 

 



ここまでの登山道は木道だったり、木の

階段が多く鬼ヶ岩付近の岩場を除けば特

に危険個所は無し。丹沢山山頂に有るみ

やま山荘が見えた。ここでも大休止。 

みやま山荘前に大木の蔓梅擬が沢山の実を付けていた。 

なぜ、ぐるぐる延びる蔓状では無いの

か？ 

丹沢山からは沈みゆく太陽との追いかけ

っこの気持ちが強くなり下りでは突然早

くなったり、登りはやはりゆっくりしか

歩け無くリズムが一定でなくなる。先頭

としては悪い歩き方になる。 

左の木の枝辺りに尊仏山荘が見える。 

 

 

 

 

竜ヶ馬場の標柱 

 

 



竜ヶ馬場付近から見た大山。 

塔ノ岳山頂の尊仏山荘。 

 

４時近いのに塔ノ岳山頂にはザックを背負った登山

客が沢山いた。 

 単独らしい山ガールにお願いして写真を

撮ってもらう。後は出来る限り明るいうちに

下れるだけ降る。出来る限りヘッドランプ使

用時間は少なくしたい。 

 

リズムが取りにくい階段。 

鍋割との分岐。金冷し通過１６：０６分。 

 

 

 

 

 

 



花立山荘前から夕陽に赤く染まる西の空と富

士山１６：１９分。もう少しヘッデンなしで歩

ける。項垂れている訳では有りません。 

頑張って堀山の家まで歩いたが、さすが堀山の家

前のテーブルでヘッデン装着。山の家からは楽し

そうな夕餉の時間の笑い声が聞こえ、 

何故か郷愁を誘う煙の臭いも漂っていた。 

此方ももうすぐビールと自分を励ます。 

 

やがて大倉バス停です。青く光っている

のはライトアップされた風の吊り橋。 

１８：１５分大倉バス停到着。長く楽し

い一日だった。ヘッドランプを付けた登

山者数人に抜かされる下山でも有りまし

た。 


